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［目的］　子 宮体 癌 細 胞株 EMAC ．5 を用 い て ，

細 胞 外基 質 （ECM ） に 対 する 接 着能 や ．細 胞 の

形態 ， 分化 ， 増殖に おけ る ECM の 役 割 に つ い て

検 討 した 。 　［方法 ］ EMAC − 5 細 胞 の Fibro −

nectin （FN ）、　 Laminin （LM ），　 Collagen （CN ）

receptor を免 疫組織 染色 を行い 検討 し， ま た ，

Attachment 　assay を行 い こ れ ら の ECM に 対 す

る接 着能を調 べ た 。 さ ら に ，こ れ ら の ECM や

Matrigel を coating した　dish 上で 培養 して ，細胞

の 増殖 を比較 し ， また ， 形 態 ， 分化 ， 増殖に 及 ぼ

す影響 を 光顕 的 ・電 顕的 に検討 した 。 　　［成績 ］

EMAC − 5 細 胞は ，FN 　receptor （VLA 　5 ） は陽

性 ，LM 　r  eptor（VLA6 ）及び CNreceptor （VL

A2 ）は 陰 性 で あ っ た 。
　 Attachment 　 assay で は

FN ，CN 　type 　W 沌こ は 接着能 が 認 め られ た が LM

に 対 して は認 め られ なか っ た 。 Matrige1 上 で 培

養 す る と網 目状 構 造 や 内 空 が 空 洞 で 球状 の

tt

　Cellular　 Cystic　 spheroid （CCS ）
J’

の 浮 遊 が

見 られ た 。
こ の CCS の 壁 は

一
層 の 細胞 層か ら成

り，核 は 内空側 に 偏在 し，電顕 像で は壁 の 内空 側

に は 基 医膜様物質 が存在 し ， 外側 に は microvilli

の 発 育 も認 め られ た 。 CCS は Matrigel に は 接 着

し に くい が ，FN 　coati   dish に は付着 し平 面的

に増殖 し た 。 また ，CCS を形成 して い る細 胞の 増

殖は dish で の 平 面的な増殖に 比 べ 低 下 して い た。

［結論 ］ EMAC − 5 は Matrigel に 対す る 蜑 着能が

低 く．網 目状構造 や CCS の 浮 遊 が起 きる と考 え

ら れ た 。 ま た CCS を 媾成 し て い る 細 胞 に は 分化

の 傾 向 が見 られ ，細胞増 殖 能 も低下 し て い る こ と

が 明 ら か と な り，細 胞 ・ 細 胞外 基質 問 相互 作 用 の

重 要 性 が 確 認 さ れ た 。

【目 的】不活性型 urokinase − type 　 plasminogen

activator （pro
−

uPA ） は 細胞膜 に 存在 す る uPA

receptor （uPAR ） に 結合 し活性 型 の uPA に 変 換 さ

れ る。 こ の uPA は ptasminogenを plasmin に 変換

し，plasmin は 癌 の 浸潤 ，転移 に 関与 し て い る と

され る 。 本研 究 は 子 宮体 癌 に お け る uPAR の 発 現

意 義 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。　【方 法 】

手 術 標本子 宮体癌 71例 ， 子 宮 内膜増殖症 8 例 ，正

常 子宮 内膜 12例 を 用 い ， 4 ％ パ ラ ホ ル ム ァ ル デ ヒ

ド固定 パ ラ フ ィ ン 包 埋標 本 で 免 疫 組織 染 色 を 行 っ

た 。 抗体 と し て uPAR の N 末端 ドメ イ ン を認 識す

る 抗 uPAR モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体 を 用 い た 。 【成績 】

uPAR は 体癌 41例 （58％）， 内膜 増 殖症 4 例 （50％），

正 常 子宮 1例 （8 ％） に 発 現 し，そ の 局在は ，癌

細胞 （腺 細胞） に 発 現 す る 例 （19例 ，41％ ），腫瘍

浸潤 マ ク ロ フ ァ
ージ を中心 と した 闇質 細 胞 に 発 現

す る 例 （19例 ，41％ ），及 び そ れ らの 混 合例 （8例，

17％ ） に 分類 で き た 。 癌細 胞 （腺細胞 ） の uPAR

発 現 は 正 常 子 宮 内膜 1／12例 （8 ％ ）， 内膜 増殖 症

4／8例 （50％ ），内膜 限 局癌 5／7例 （71％ ）と 進 む に

連 れ て 増加 す るが ，浸潤癌 ユ7／58例 （29％） に な る

と 減 少 し た （p＝ O．0197）。 　
・
方，間質 細胞 の uPAR

発 現 は ，浸潤癌 と な っ て 初 め て 発 現 し筋層浸潤度

が 増す に つ れ て 有 意 に 増 加 し た （m 〈 112 ：42％ ，

m ＞ 1／2：62％ ，p ＝0．0005）。 ま た 間質 細 胞 の uPAR

発 現 は ，組 織学的分化度が低 い 程 ，脈 管浸潤が あ

る程 ，有 意 に 増加 した （そ れ ぞ れ p＝0．0020， p ；

0．0264）。　【結 論 】子 宮体癌 に お い て uPAR は 癌細

胞 と間 質 細胞 に 発現 し，腫 瘍浸 潤 マ ク ロ フ
ァ

ージ

を 中 心 と し た 間 質細 胞 に お け る uPAR の 発 現 が ，

癌 の 浸 潤 に 関与 し て い る こ と が 示 唆 され た 。
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